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初春を迎えて
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  薬剤師外来が始まります！
　　　　　　　　　　国立病院機構横浜医療センター院長　宇治原　誠

　あけましておめでとうございます。初春のご挨拶を申し上げます。

　当院は昨年４月に「病院の理念」を「最適な医療を提供し、地域に信頼され共に発展する基幹病
院として社会に貢献します」に変更しました。常に医療機能を更新し、最適な医療を地域の皆様に
提供することで信頼と期待を得ることを新理念としたのです。
　昨年は、４月に地域がん診療連携拠点病院の認可を取得し、１２月には手術室の増室を行い、ま
た放射線照射治療装置を新機種に更新し、がん治療の増強をはかりました。手術室の増設は、がん
以外の手術も含めて、手術数を増加させることが可能になりました。今年５月にはロボット手術を開
始します。また眼科の外来注射室を新設し、この１月から運用を開始しますが、これによりこれまで
手術室で行っていた眼科の注射療法を外来で行うことが可能になり、手術室の混雑も緩和できるよ
うになります。
　４月に重症治療室（HCU）を新設します。これまで集中治療室（ICU）や冠状動脈疾患集中治療室
（CCU）で行っていた重症患者に対する集中治療を補完することになります。さらに脳卒中集中治療
室（SCU）をこれまでの６床から９床に増床します。

　この他、医療機器は順次、更新、新規導入します。またソフト面では、職員の研修を常に促進し、
医療DXを導入し、医療情報のデジタル化をはかり、効率化とともに最適で安全な医療を今後も追
求していきます。
　新理念のもと、当院は努力、精進してまいります。引き続きご支援、ご協力をよろしくお願いします。
　

　YouTubeでは、院長のインタビュー動画を配信中です。ぜひご覧ください。

　横浜医療センターの「冬の風物詩」となっているシンボル
ツリーのライトアップを実施しています。
　キュっと締まった空気の中で、キラキラと輝きを放っています。
　先日、小さなお子さんを連れた家族が「わぁ！キラキラし
てきれいだね」とシンボルツリーを見ながら会話を交わして
いました。
　とても微笑ましく、心が温かくなりました。
　ライトアップは2025年2月末頃までを予定しています。

今年もシンボルツリーのライトアップを実施中です
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　2024年11月27日に、地域の医療機関等の方々をお招きして「病病・病診連携のつどい」を開
催しました。医療機関等との連携強化のため、毎年開催していましたが、コロナ禍には中止とな
り、昨年から再開されました。
　当院の宇治原院長より、地域の医療機関等から紹介のあった患者数の報告や、当院の現状など
を説明しました。4月に認定された「地域がん診療連携拠点病院」のことや、コロナ後の病院の
様子についてもお話がありました。

　2025年には手術ロボットの導入予定があるため、泌尿器科部長の平井医師によるロボット手
術の種類や方法などの説明が行われました。近年はより侵襲の少ない手術を希望される患者さん
も増えています。地域のニーズに応えられる医療センターとして、今後もさまざまな施策に取り
組んでまいります。

　2024年12月8日に、当院主催の緩和ケア研修会を開催しました。基本的な緩和ケアについて正
しく理解し、緩和ケアに関する知識、技術、態度を修得することで、緩和ケアが診断の時から、
適切に提供されることを目的としています。
　受講生は事前に所定のe-learningを修了した上で、（集合）研修会に参加します。

　緩和ケアの指導者による講義、患者、家族、医者の役割
をもって行うロールプレイ、緩和ケアについて深堀りする
グループワークなど、さまざまな研修を1日かけて受講し
て修了となります。修了者には厚生労働省健康局長から修
了証が交付されます。

“病病・病診連携のつどい”を開催しました

緩和ケア研修会を開催しました
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　２０１０年当院改築時に設置された放射線治療装置リニアックを２０２４年１２月に更新しました。スマ
ートホン等と同様 Dx（デジタルトランスフォーメーション）により著しい改良がなされ、正確で安全
な放射線治療が可能となりました。（ピンポイントやマーカーレスだけでなく、複数脳病変のピンポ
イント照射も通院で治療時間は約２０分です。）

　当院の装置は今後近隣のがん専門病院にも
導入予定で、通常のがん患者さんの９０％以上
で、当院で最高水準の放射線治療が可能です。
昨今のがん治療の中で、放射線治療の半数以
上は根治目的で行われています。特に用いら
れる乳がん、前立腺がんは近年増加傾向が著
しく、どちらも日本全体で年間約１０万人です。
当院でも乳がんは乳房温存療法として手術＋
放射線治療が主体で、前立腺がんは手術と全
く同等の治癒率（90％以上）であるため、高齢
者を中心に日常生活を保ちながら通院治療を
以前の半分の治療期間２０回で行っています。

　それ以外も臓器温存目的の放射線治療が増加しています。勿論がんに伴う症状を緩和する放射線
治療も正確に行う為治療回数は減少し、副作用もほぼ生じない為、通院での緩和目的照射も多数で
す。自宅に近い当院での放射線治療はお勧めです。

　リニアックを更新しました

乳房再建エキスパンダー＆インプラントの実施施設認定を取得しました

　「乳癌および乳腺腫瘍術後の乳房再建を目的としたゲル充填人工乳房および皮膚拡張器に関する使
用要件基準」に基づき、日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会による実施施設認定の審査
が行われます。
　ブレスト・インプラント（シリコンゲル充填人工乳房）や乳房再建用ティッシュ・エキスパンダー（皮
膚拡張器）は適正使用の観点から、承認条件として「関連学会と連携の上、実施施設基準、実施医
師基準を設け、乳房再建術または乳房増大術に関連する十分な知識と経験を有する医師により、同
術の実施体制が整った医療機関において本品が使用されるよう、必要な
措置を講ずること」などが求められています。
　当院の医師も認定に必要な講習を受講、審査を経て乳房再建術の実
施施設認定を受けました。乳腺外科医と形成外科医が連携し、患者さ
んのＱＯＬ（Quality of Life（クオリティ オブ ライフ）人生の質）の向
上に寄与します。



 6 

2025, 冬

リハビリ通信

松葉杖

サイドケイン

ポール

ロフストランド
クラッチ4点杖

T字杖

杖は正しく使えていますか？

長さ調節の目安

いろいろな杖

　ふらつきやひざの痛みなど日常生活における歩行で困ったとき、まず手軽に購入できる
杖を持つことを考えるのではないでしょうか。
　街を見渡すと、杖をついて歩いている人が多くいますが、時々間違って使っている人を見
かけます。
　今回は、そんな身近な杖を正しくつく方法をお教えします。正しく使うだけで歩きやすくな
る人も出てくるはずです！

・杖にもいろんな種類がありますが、一番オーソドックス
なものが右のT字杖です。一般的には伸縮するものや
折り畳みができるものがあります。

・杖は、悪い足と逆の手で持つことが安定して使う方
法です。悪い足と同じ手に持つと、手と足が一緒に出て
しまい不安定になってしまいます。

・よくある間違いとして握り方があります。右の図のよう
にまえに指をかけるか添えるようにしておくと安定してつ
くことができます。

・杖の長さはとても重要で長すぎても、短すぎても、手に力が入らず安
定しません。左の図のように肘を軽く曲げて持つ側の足から20㎝前方
外側の位置が正しい長さです。

・計算で求めるときには、身長×0.5+2～3センチというのもあります。

　その他にもその人の病状にあった杖の選択が必要です。ご自分の身
体機能にあった歩行補助具を選ぶことが必要となってきます。T字杖で
は歩行に不自由を感じた際は検討してみることをお勧めします。
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看護学校だより
横浜医療センター附属横浜看護学校

学生自治会主催　クリスマス交流会を行いました
｠
　私たちは入院している患者さんに、感謝の気持ちを伝えるとともに、季節感を味わっていただ
くためにクリスマス交流会を企画しました。
　患者さんへお渡しするクリスマスカードの作成は4月から準備を始めましました。カードは、
レースペーパーでクリスマスツリーのモチーフを作り、大人っぽく、小さなお子さんにもかわい
い！と思ってもらえるデザインにしました。12月20日にクリスマスカードを直接お渡しし、デ
イルームでクリスマスソングを一緒に歌う交流会を行うことで、患者さんの笑顔を見ることがで
き、私たちにとっても素敵な時間となりました★

学生自治会 クリスマス委員会 委員長　小川　曖瑠　

募集要項はこちら→

詳細・申込はこちら→

令和7年度入学生募集
一般入学者選抜 日程 :

令和7年3月22日（土）10時から12時
令和7年3月22日（土）14時から16時

学校説明会

確かな知識と技術を身につけた
地域に貢献できる看護師になりませんか

あなたの未来がここにあります
アットホームな雰囲気の中で
看護学生体験をしてみませんか

クリスマスカード

 試  験　　　　  日　　程
Y2日程　 令和7年2月  6日（木）
Y3日程　 令和7年2月28日（金）
Y4日程　 令和7年3月12日（水）
　　 試験科目：国語、面接



≪交通アクセス≫

≪病院理念≫
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≪診療のご案内≫

【路線バスでお越しの場合】
・戸塚駅から
　戸塚駅西口バスセンター２番のりばから
　神奈中バス戸50、戸51、戸52、戸55、
　戸56系統に乗車
・大船駅から
　大船駅西口５番のりばから神奈中バス
　船21、船22、船24、船25系統に乗車
・藤沢駅から
　藤沢駅北口５番のりばから
　神奈中バス藤54、藤55系統に乗車
・立場駅から
　立場バスターミナル４番のりばから
　神奈中バス船21、船22系統に乗車
※いずれも「横浜医療センター前」または
 「横浜医療センター」下車
※大船駅東口から小型乗合バス「こすずめ号」で
 「横浜医療センター」下車（平日昼のみ）

＊当院は完全紹介制です。初診の場合はかかりつけ医等からの紹介状が必要です＊
・初診受付時間は、午前８：３０～１０：３０です。下記診療科以外は予約なしで受診できます。
　＜初診時予約が必要な診療科＞
　　　　　　　精神科、乳腺外科、緩和ケア内科、産科、呼吸器内科、脳神経内科
　※当院で分娩を希望される方で、他院に受診が無い方は予約・紹介状なしでも受診できます※
・診察の予約や、CT・MRI等の検査予約は、かかりつけ医にご依頼ください。
　（患者さんからの予約は受け付けておりません）
・あらかじめ当院ホームページ等で休診情報、外来担当医表をご確認ください。

【車でお越しの場合】
　国道１号・原宿交差点から環状四号線を北方向に進みすぐ。
　瀬谷・泉方面からは環状四号線を大船方面に進み、原宿交差点手前。駐車場555台（有料）あり。

最適な医療を提供し、地域に信頼され共に発展する基幹病院として社会に貢献します。
　＜基本方針＞ 1. 患者さんの人権を尊重し、信頼関係に基づいた、安全で良質な医療を提供します
 2. 地域の医療機関と密接に連携し、地域完結型医療の中心的役割を担います
 3. 職員の教育研修の充実を図り、能力向上と人材育成に努めます
 4. 臨床研究に積極的に取り組み、医療水準の向上に貢献します
 5. 職員が自らの成長を実感できる、働きがいとなる病院をつくります
 6. 健全な病院経営に務め、安定して持続可能な運営を目指します

https://yokohama.hosp.go.jp/

横浜医療センター病院ブログ
https://yokohama.hosp.go.jp/blog/index.html

＊横浜市戸塚区原宿３-６０-２
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